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会  議  録 

会 議 名 令和５年度第３回小金井市玉川上水・小金井桜整備活用推進委員会 

事 務 局 生涯学習課 文化財係 

開 催 日 時 令和６年２月１６日（金）午後２時１０分から午後２時４０分 

開 催 場 所 第２庁舎 ８０１会議室 

出 席 委 員 亀山章委員長 椎名豊勝委員 伊東孝委員 小野良平委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 三浦生涯学習課長 碓井文化財係長 髙木主任（学芸員） 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ２名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

 

１ 報 告 

 ⑴ ヤマザクラ補植事業について 

 ⑵ 名勝指定１００周年記念について 

  ア 文化財講演会「文化財としての玉川上水・小金井桜と地域の 

    景観」 

  イ その他実施事業 

 

２ 視察 

 

３ 次回以降の会議日程 

  令和６年度第１回 令和６年４月３日（水） 
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会  議  結  果 
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 ただいまから令和５年度第３回玉川上水・小金井桜整備活用推進委員 

会を開催いたします。 

 なお、本日は、会議終了後に玉川上水への視察を予定しておりますの 

で、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 では、配付物の確認をお願いします。 

 

（配布資料確認） 

 

 それでは、委員会の議事進行につきましては、亀山委員長にお願いし 

たいと存じます。委員長、よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、早速始めさせていただきます。本日は報告事項が２件ござ 

います。 

 

１ 報告 

 ⑴ ヤマザクラ補植事業について 

 それでは、「報告事項⑴ ヤマザクラ補植事業について」につきまし 

て、事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

ヤマザクラの補植事業は、本委員会においてご意見を賜り、同時に、

東京都等の関係機関との協議を行い、最終的には、令和５年度には小金

井市域の玉川上水流域に１１本の桜の苗木を植樹することとなりまし

た。 

令和５年度の植樹は、苗木の育成者が３者に渡っている、という点が

特徴的です。 

 いずれも接ぎ木によって育成された苗木で、内訳としましては、３本 

が「東京都立農業高等学校」、３本が「名勝小金井桜の会」、残り５本 

が「杉山造園」において育成された苗木となります。 

 植樹時期につきましては、「令和６年２月９日（金）」「令和６年２ 

月１６日（金）」の２日間にて植樹を実施しました。 

 令和５年２月１日付で本市と連携協定を締結いたしました東京都立 

農業高等学校におきましては、学校内の農場において、接ぎ木からの苗 

木育成にも取り組んでいただいており、令和５年度に初めて、生徒の皆 

さんに「自分たちで接ぎ木を行い、育成した苗木を自分たちの手で玉川 

上水に植樹する。」という貴重な経験を積んでいただくことができ、今 

後の「小金井桜整備事業」「東京都立農業高等学校との連携」のあり方 

を考えていく上で非常に大きな１年となったのでは、と考えています。 

 また、玉川上水全体の整備につきましても、少しご説明させていただ 

きます。 
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「名勝小金井（サクラ）」とともに、「史跡玉川上水」の保存・維持

管理の観点から、現在、東京都水道局が定期的に玉川上水沿いの草刈り

作業を実施しており、その際には雑木のヒコバエも基本的には処理し

ています。 

令和５年度内の最終の雑木処理作業については、桜の開花期におけ

る景観確保の観点から、令和６年２～３月において実施することとし

ています。 

 

 ありがとうございました。 

 ただいまご説明いただきました内容につきまして、何かご意見・ご質 

問等ございますか？ 

 ご説明の中で、３者が育成を行った苗木を植樹した、とのことでした 

が、それぞれの内訳はわかりますか？ 

  

「令和６年２月９日（金）」「令和６年２月１６日（金）」両日とも、

東京都立農業高等学校の生徒の皆さんが玉川上水沿いにおいて植樹作

業を行ってくださっています。９日（金）には、自分たちで接ぎ木を行

い、育成した苗木の植樹を行っていただき、１６日（金）には名勝小金

井桜の会が育成した苗木の植樹を行っていただきます。 

 また、杉山造園において育成された苗木は東京都教育庁において植 

樹作業を実施しています。 

  

 他に何かご意見・ご質問等ございますか？ 

  

 （特になし） 

 

 ⑵ 名勝指定１００周年記念について 

  ア 文化財講演会「文化財としての玉川上水・小金井桜と地域の景 

観」 

 引き続きまして、「報告事項⑵ 名勝指定１００周年記念について」 

の「ア 文化財講演会『文化財としての玉川上水・小金井桜と地域の景 

観』」につきまして、事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

 令和５年度の文化財講演会は、令和５年１２月９日（土）に、東小金 

井駅開設記念会館（マロンホール）において開催いたしました。 

「文化財としての玉川上水・小金井桜と地域の景観」というタイトル 

で、本委員会の小野委員にご講演を賜りました。 

「『名勝』という定義は景観を主眼としており、桜だけではなく、桜 

並木以外の部分の一体的な景観を指して『名勝』と冠されている。」と 

いう点についてご高話を賜り、事務局といたしましても、今後の整備計 
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画を立案する上で参考とさせていただけたら、と考えさせていただい 

ているところです。 

参加者は４０名で、年齢層も２０代から８０代まで非常に幅広い方 

々にご参加をいただきました。 

 

 ありがとうございました。 

 それでは、本講演会において講師を務められました小野委員より、何 

か補足等ございましたらお願いいたします。 

 

 「名勝」という文言自体、一般の方にはあまり馴染みがない、という 

実情もございますので、そもそも「『名勝』とは何なのか」を中心に、 

文化財としては、「名勝」と「史跡」を合わせて「記念物」という位置 

づけがなされていますが、「記念物」と景観との関係性について一般論 

をご説明させていただくことと合わせて、それを玉川上水に当てはめる 

と何が求められるのか、についてご説明させていただきました。 

私からの補足は以上です。 

 

 他に何かご意見・ご質問等ございますか？ 

  

 （特になし） 

 

  イ その他実施事業 

 引き続きまして、「報告事項⑵ 名勝指定１００周年記念について」 

の「イ その他実施事業」につきまして、事務局よりご説明をお願いい 

たします。 

令和６年１２月９日に「名勝小金井（サクラ）」は名勝指定１００年

を迎えます。市では、それを祝して令和６年度に様々な記念事業の実施

を予定していますが、事前の周知啓発や機運醸成を目指したプレ事業

については、一部令和５年度において実施しているものもございます。 

令和５年１０月１４～１５日に開催されました「第５１回小金井市

民まつり」（小金井公園）において、主催者の小金井市商工会様が、本

事業のシンボルマーク入りのトートバッグを作製し、来場者の皆様に

無料配布してくださっています。 

令和５年１２月５日には、名勝小金井桜の会様主催の講演会とシン

ポジウム「名勝小金井桜を次世代に」が開催されました。本委員会の亀

山委員長、東京学芸大学名誉教授の大石学氏、樹木医の和田博幸氏がご

登壇され、非常に中身の濃いシンポジウムを開催していただきました。 

そして、本日委員の皆様のお手元にお配りさせていただいておりま 

すが、啓発用グッズとして２枚１セットの「ポストカード」を作成いた 

しました。 
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このような取組を通じ、少しずつ周知・啓発や機運醸成を図っていま

す。今後の記念事業のスケジュールやイベント等の情報につきまして

は、令和６年３月頃を目途にリーフレットを作成し、ＰＲに努めていく

予定です。 

  

 

 ありがとうございました。 

ただいまご説明いただきましたのは、既に実施済の事業であると認識し

ておりますが、今後の実施予定事業に関する資料や説明は、本日はない

のでしょうか？ 

 

予定事業の資料はございませんが、この場でご説明可能な予算措置を

伴わない事業・取組といたしましては、ＪＲ中央線の武蔵小金井駅・東

小金井駅とコラボしたイベント、他団体との連携した取組等の実施も予

定しています。 

委員の皆様には、適宜、ご連絡ができればと考えさせていただいてお

ります。 

 

 「１００周年記念花見」のような計画はないのでしょうか？  

 

 市民の方や、市内団体と連携・協力しながら、何かできないか、とい 

うことは検討しているところです。 

 

「お花見」という行事は、自治体は主催できないのでしょうか？市主

催の「お花見」の開催を検討して欲しい、という思いはあります。 

 

 小金井市においては、お花見をテーマにした催しにつきましては、市 

内事業者団体・奉仕団体主催のものは開催されておりますが、市主催の 

ものは現状ございません。 

   

  

市の事業においては、市議会の議決を経て初めて予算の執行が可能と

なるものであり、その議決が行われるのは令和６年３月末になりますの

で、現状この場ではここまでのご説明に留めさせていただいています。 

  

 令和６年は、春先暖かい日が続きましたので、桜の開花時期は早くな 

ることが見込まれます。 

 市の予算の原則として「年度内執行の原則」があることは認識してい 

ますが、昨今の地球温暖化の影響で桜の開花時期も全般的に早まってお 

り、年度切り替わり前の３月中に満開となる可能性もあります。 
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 そう考えますと、予算の執行が原則通りに行われる以上、桜の開花時 

期に合わせた事業の実施は困難、という形になってしまい、それは非常 

に勿体ないことである、と感じています。 

 予算措置を伴わない事業形態も含め、市として今後、検討を進めてい 

ただければ、と思います。 

 

 他に何かご意見・ご質問等ございますか？ 

  

 （特になし） 

 

３ 次回の会議日程 

 引き続きまして、「２ 視察」に先立ちまして、「３ 次回の会議日 

程」につきまして、事務局よりご説明をお願いいたします。 

  

 それでは、「３ 次回の会議日程」につきまして、私の方からご説明 

させていただきます。 

 次回、令和６年度第１回 玉川上水・小金井桜整備活用推進委員会に 

つきましては、令和６年４月３日（水）に開催させていただきたい、と 

いうのが事務局案でございます。委員の皆様ご都合は如何でしょうか？ 

 

 （異議なし） 

 

 ありがとうございます。では、４月３日（水）に開催させていただけ 

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 ちなみに、小金井市では市民の方々からの桜の開花予想に関するお問 

い合わせには回答していますか？ 

 

 一般論として「早咲きの場合」「一般的な場合」「遅咲きの場合」の 

およその開花時期についてはご説明させていただいていますが、開花予 

想は行っておりません。 

 

 小金井市においては、「名勝小金井桜の会」の会員の皆様が毎年の 

桜の開花時期の気象とヤマザクラの開花日をデータ化しています。 

 生涯学習課はせっかく整備事業の担当部署ですので、それらのデータ 

も参考に、市民の方々からの照会に答えられる程度の開花予想は行って 

みては如何でしょうか？ 

 

 ただいま亀山委員長よりご提言をいただきましたので、「名勝小金井 

桜の会」のデータにつきましても内容を確認させていただき、どういっ 
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亀山委員 長 

 

た形ができるのか検討してまいりたいと考えています。 

  

 行政からのそういった情報提供も、周知・啓発や機運醸成に資する面 

もあると思いますので、是非よろしくお願いします。 

 それでは、本日の会議は以上で終了とさせていただきます。この後視 

察となりますので、引き続き皆様よろしくお願いいたします。 

 


